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広報誌

ふれあい便り
はネットにも
掲載しています

2月といえば節分。「鬼は外、福は内」のかけ声とともに、1年の無病息災を願う日本の伝統行事です。
 節分は、冬から春へと季節が移り変わる節目の日でもあり、豆まきには病気や災いを追い払い、福を呼び込
むという願いが込められています。
 豆まきをしたり、恵方を向いて恵方巻を食べたりしながら、昔ながらの風習を大切にし、春の訪れを感じる
心あたたまるひとときを過ごしてみませんか。

今月号
もくじ



地域活動の紹介① ①ページ

 オレンジカフェでアロマワックスバー作りを楽しみました

昨年12月13日、特別養護老人ホームふれあいの
泉で開催されているオレンジカフェにて、参加
者の皆さんと一緒に「アロマワックスバー」作
りを楽しむ企画を行いました。
 オレンジカフェでは、その時々に応じて自主的
な企画を開催しており、今回は参加者同士が交
流しながら楽しめる内容としました。
アロマワックスバー作りは、ロウを溶かしてア
ロマオイルを混ぜ、型に流し込んで固める工程
です。固まる前にドライフラワーや装飾を飾り
付け、固まった後は型から取り出して紐を通
し、吊るせるようにして完成します。工程はシ
ンプルで、初めての方でも気軽に参加できる内
容でした。
参加者の皆さんは相談し合いながら飾りを選
び、それぞれ個性あふれる作品が完成しまし
た。完成した作品を見せ合う姿もあり、終始な
ごやかであたたかい時間となりました。
また、常連参加者のご家族によるバイオリン演
奏が披露され、参加者からのリクエストに応じ
て即興での演奏や歌も楽しみました。ピアノ演
奏はオレンジカフェのスタッフが担当しまし
た。
オレンジカフェが、地域の皆さんにとって気軽
に立ち寄れる「居場所」となるよう、今後も定
期的に開催していきます。



地域活動の紹介② ②ページ

 オレンジカフェで認知症サポーター養成講座を開催しました

1月10日、オレンジカフェにて認知症サポーター
養成講座を開催しました。
 オレンジカフェは昨年4月に特別養護老人ホーム
ふれあいの泉の1階にてスタートし、これまで多
くの方にご利用いただいています。
改めて、認知症のある方を地域で支えていくこ
とを目的に、運営スタッフを中心とした認知症
サポーター養成講座を実施しました。
講座は当センターの管理者が講師を務め、標準
テキストやDVDを用いながら、分かりやすく説
明を行いました。
認知症は、年齢を重ねるにつれて発症する可能
性が高くなるといわれています。住み慣れた地
域で在宅生活を続けていくうえで、誰にとって
も身近で、避けては通れないテーマです。
今後さらに高齢化が進む中で、身近にお住まい
の方が認知症になることも考えられます。
そのようなとき、地域の方一人ひとりが認知症
について正しく理解することで、誰もが安心し
て暮らせる地域につながっていきます。今回の
講座は、その第一歩となる取り組みです。
今後も、認知症があってもなくても、誰もが利
用しやすいオレンジカフェを目指し、引き続き
様々な企画を取り入れながら運営していきま
す。



地域活動の紹介③

3月に、岩瀬の「さっちゃんち」を会場に、「暮
らしのことはじめ」を開催します。
 この企画は、日々の暮らしや将来の生活につい
て、少し立ち止まって考えるきっかけづくりとし
て企画しました。今回は「医療大学の先生に聞
く！生活の知恵シリーズ」と題し、鎌倉市山崎に
ある湘南鎌倉医療大学に所属する先生方のご協力
のもと、専門的な内容を分かりやすくお話しいた
だきます。
第1回は「人生の最後の住まいを考える時に」を
テーマに開催します。
 自宅か施設かという単純な二択ではなく、地域
のサービスや支援を活用しながら、自分らしい暮
らしの場をどのように選んでいくかについて考え
ます。在宅生活を続けるうえで大切な視点や、住
まい・暮らしを見直すタイミングについても触れ
ながら、具体的でイメージしやすい内容となって
います。
第2回は「やさしく学ぶ緊急対応」です。
 突然の体調不良や事故など、誰にでも起こり得
る「いざという時」に備え、消防への連絡方法の
シミュレーションや、救命対応の基礎を学びま
す。知識として知っているだけでなく、実際の行
動を想定しながら学ぶことで、落ち着いて対応す
る力を身につけることを目指します。
ご家族や身近な方のことを考えるきっかけとして
も、ぜひお気軽にご参加ください。

③ページ

  暮らしのことはじめ　医療大学に聞く！生活の知恵シリーズ



地域活動の紹介④ ④ページ

 さわやか健康教室　参加者募集中！
令和7年度、今泉さわやかセンターにて、毎月1
回「さわやか健康教室」を開催しています。

 地域の皆さんが気軽に体を動かし、健康づくり
に取り組める場として実施している教室です。
講師には、岩瀬の砂押川沿いにあるローソン2
階の「元気ジム」から、運動指導員の方をお招
きし、無理のない運動を丁寧に指導していただ
いています。
この教室は、今泉さわやかセンターと地域包括
支援センターふれあいの泉が共催で行っている
取り組みです。近隣にお住まいの方に介護予防
を身近に体験していただき、日常生活の中で運
動習慣を身につけていくことを目的としていま
す。
会場となる体育室では、椅子に座りながら頭と
体を同時に動かす「シナプソロジー」を取り入
れた運動を行っています。内容によっては、マ
ットを使用した筋力トレーニングなど、適度な
負荷をかけた運動も取り入れていますが、それ
ぞれの体力に合わせて参加できる内容となって
います。
現在、まだ参加枠に余裕があります。予約不要
でご参加いただけますので、運動が久しぶりの
方も、ぜひお気軽にお越しください。



元気な内から伝えたい情報① ⑤ページ

民生委員との小地域ケア会議の取り組みをご紹介①

地域包括支援センターふれあいの泉は民生委員

の方たち2～3人と毎月地域について話し合う会

議として小地域ケア会議を開催しております。

それぞれ会議から見えてきた地域の現状と傾向

を紹介します。

高齢者の暮らしや地域課題について、多くの意

見や気づきが共有されました。会議を通して、

いくつかの共通した傾向が浮かび上がっていま

す。

① 高齢者の見守りは「情報共有」が重要になっ

ている

地域包括支援センターから共有された総合相談

により、民生委員さんが気にかけていた方が、

すでに複数の相談機関とつながっているケース

が確認されました。一方で、これまで名前や状

況を把握できていなかった方の存在も明らかに

なり、改めて情報共有の大切さが確認されまし

た。

② 認知症への理解と早期対応の必要性

「鎌倉市見守りシール事業」について、民生委

員さん自ら市役所を訪れ制度を確認したという

報告がありました。認知症のある方だけでな

く、発見する側である地域住民にも制度を知っ

てもらうことが、早期発見・早期対応につなが

るという意見が出ています。

鎌倉市　民生委員で検索すると
HPに詳細が掲載されています

https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/sei-
fukushi/minikyokatudo.html



元気な内から伝えたい情報② ⑥ページ

民生委員との小地域ケア会議の取り組みをご紹介②

③ 詐欺や消費者トラブルへの不安が強まっている
会議で特に多く挙がったのが、詐欺や消費者被害に関する話題です。
 「分電盤点検」「屋根修理」「給湯器交換」などを名目にした訪問や、不審な電
話が頻繁にかかってきている状況が報告されました。中には、実際に自宅内に入
られてしまったケースや、断った際に暴言を受けたという事例もあり、民生委員
の間でも危機感が高まっています。
 「以前は安全な町という意識が強かったが、今は防犯意識を見直す必要がある」
という声もあり、人感センサーや防犯カメラなど、地域や家庭での対策も進めら
れています。
④ 災害時の避難と支援体制への課題
防災については、町内会や消防団、防災訓練の取り組みが続けられている一方
で、高齢者にとっての避難の難しさが課題として挙げられました。
 避難所までの距離が遠いことや、道幅の狭さ、川の増水への不安など、地域特性
による課題も多く見られます。また、要援護者リストはあるものの、民生委員が
どこまで対応すべきか判断に迷う場面もあり、市からの明確な指針を求める声も
聞かれました。
⑤ 地域活動の担い手不足と今後の課題
町内会や見守り活動では、高齢化や担い手不足が大きな課題となっています。共
働き世代が関わりにくい現状や、集まりの場が減少している地域もあり、これま
での仕組みをそのまま続けることが難しくなっている状況です。
 一方で、祭りや防災訓練など、行事には比較的協力者が集まるという声もあり、
無理のない形での地域参加のあり方が求められています。

今回の会議を通して、地域にはさまざまな課題がある一方で、民生委員や町内
会、関係機関がそれぞれの立場で支え合っている姿が改めて確認されました。
 地域包括支援センターでは、今後も民生委員や地域の皆さんと連携しながら、安
心して暮らし続けられる地域づくりを進めていきます。



元気な内から伝えたい情報③ ⑦ページ

 今泉さわやかセンターで開催されるイベントのご紹介

今泉さわやかセンターでは、サ

ークル活動のほか、鎌倉市から

のお知らせなど、暮らしに役立

つさまざまな情報を確認するこ

とができます。

 まだ訪れたことのない方も、ぜ

ひ一度足を運んでみてくださ

い。「今泉不動バス停」が施設

の目の前にあるため自宅から距

離があるかたはバスで行くこと

をおすすめします。



元気な内から伝えたい情報④ ⑧ページ

 大船地区ボランティアセンターの講座案内
大船地区ボランティアセンターでは今まで
土曜サロンという形でスマホートフォン
（携帯）の講座を開催しています。今回集
中講座としてそれぞれ無料で参加すること
ができます。
本講座ではスマートフォンの基本操作から
日常生活に役立つ昨日まで、初心者にも配
慮した内容となっています。
1回目　1月26日（月）13:30～16:00

旧整備事務所（大船2-7-8）
2回目　2月9日（月）13:30～16:00

市場公会堂（台1929）
３回目　2月16日（月)13:30～16:00

旧整備事務所（大船2-7-8）
この機会に是非ご参加ください。
またその他みんなのサロン、パンフレット
を掲載致します。



元気な内から伝えたい情報⑤ ⑨ページ

 鎌倉市役所からのお知らせ　― ごみの出し方について ―
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元気な内から伝えたい情報⑥ ⑩ページ

 困ったときの消費者トラブル相談先一覧

消費者トラブルに合う方が多くなってきています。しかし相談先が分からず苦労さ
れている声を伺っています。この度鎌倉市消費生活センターより共有いただいたお
問合せ先を紹介します。いざという時にご活用ください。



特に参加者募集中の企画紹介！！ ⑪ ページ


